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(1) 2018年12⽉期 第１四半期連結業績

（単位：百万円）

2018年12⽉期
第1四半期

前年同期との⽐較

前年同期 増減額 増減率(%)

売上⾼ 21,217 19,901 ＋1,316 ＋6.6

売上総利益 7,140 6,403 ＋737 ＋11.5

売上総利益率 33.7% 32.2% ＋1.5p －

販売費及び⼀般管理費 4,922 4,717 ＋205 ＋4.3

営業利益 2,217 1,685 ＋532 ＋31.6

営業利益率 10.4％ 8.5％ ＋1.9p -

経常利益 2,242 1,748 ＋494 ＋28.3

親会社株主に帰属する四半期純利益 1,538 1,383 ＋155 ＋11.2

【売上⾼】 エンジニアリングソリューションセグメントならびにコミュニケーションITセグメントが
増収を牽引

【営業利益】 増収効果に加え、コンサルティングサービスならびにソフトウェア製品を中⼼とした
売上総利益率の向上により増益
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(2) 営業利益の増減要因

2017年12⽉期
第1四半期

(単位：億円)

営業利益
22.1

営業利益
16.8

主に⼈件費の増加売上総利益率が
32.2％→33.7％に向上

増収効果

＋4.2

2018年12⽉期
第1四半期

前年同期⽐
＋5.3

ｺﾝｻﾙﾃｨﾝｸﾞならびにｿﾌﾄ製品を
中⼼とした売総率向上の影響

＋3.1

販管費増 ▲2.0
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(3) 事業セグメント別売上⾼および営業利益
（単位：百万円）

事業ｾｸﾞﾒﾝﾄ
2018年
12⽉期

第1四半期

前年同期との⽐較
概況

増減額 増減率(%)

⾦融ｿﾘｭｰｼｮﾝ

売上⾼ 4,948 ▲130 ▲2.6
主要顧客向けｼｽﾃﾑ開発が、海外現地法⼈に
おいて拡⼤したものの、国内における⼤型案件
ﾋﾟｰｸｱｳﾄの影響により伸び悩み、減収減益

営業利益 336 ▲104 ▲23.6

% 6.8％ ▲1.9p -

ﾋﾞｼﾞﾈｽ
ｿﾘｭｰｼｮﾝ

売上⾼ 3,908 ▲529 ▲11.9
「POSITIVE」等のｿﾌﾄｳｪｱ製品販売が堅調
に推移したものの、⼤型案件の終了に伴う反
動減等により、減収減益

営業利益 190 ▲28 ▲12.8

% 4.9％ ▲0.0p  -

ｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞ
ｿﾘｭｰｼｮﾝ

売上⾼ 7,678 ＋1,202 +18.6 「NX」「Teamcenter」を中⼼としたｿﾌﾄｳｪｱ商
品販売が電機・精密業界、機械業界向け等に
拡⼤したことに加え、「iQUAVIS」も堅調に推
移し、増収増益

営業利益 1,031 ＋438 +73.9

% 13.4％ +4.2p -

ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝIT

売上⾼ 4,682 ＋773 +19.8
電通ｸﾞﾙｰﾌﾟ向けの拡⼤に加え、電通ｸﾞﾙｰﾌﾟと
の協業によるﾋﾞｼﾞﾈｽもﾃﾞｼﾞﾀﾙﾏｰｹﾃｨﾝｸﾞ領域
を中⼼に堅調に推移したことから、増収増益

営業利益 658 ＋226 +52.3

% 14.1％ +3.0p -
※ POSITIVE・・・⼈事管理ｿﾘｭー ｼｮﾝ NX・・・3次元CAD Teamcenter・・・製品ﾗｲﾌｻｲｸﾙ管理（PLM）ｿﾘｭー ｼｮﾝ iQUAVIS・・・構想設計ｿﾘｭー ｼｮﾝ
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(4) サービス品⽬別 売上⾼
（単位：百万円）

ｻｰﾋﾞｽ品⽬
2018年
12⽉期

第1四半期

前年同期との⽐較
概況

増減額 増減率(%)

ｺﾝｻﾙﾃｨﾝｸﾞｻｰﾋﾞｽ 1,880 +130 +7.4 ﾃﾞｼﾞﾀﾙﾏｰｹﾃｨﾝｸﾞ分野等が⾃動⾞業界向けを中⼼に拡⼤

受託ｼｽﾃﾑ開発 4,992 ▲213 ▲4.1 電通ｸﾞﾙｰﾌﾟ向けは拡⼤したものの、⾦融機関ならびに運輸
業の主要顧客向け案件がﾋﾟｰｸｱｳﾄ

ｿﾌﾄｳｪｱ製品 3,804 +439 +13.0 「POSITIVE」「iQUAVIS」「iPLAss」「Business
SPECTRE」が拡⼤

ｿﾌﾄｳｪｱ商品 6,670 +450 +7.2 「NX」「Teamcenter」等の設計開発分野が拡⼤

ｱｳﾄｿｰｼﾝｸﾞ
・運⽤保守ｻｰﾋﾞｽ 2,136 +239 +12.6 電通ｸﾞﾙｰﾌﾟ向けが拡⼤

情報機器販売・その他 1,733 +272 +18.6 電通ｸﾞﾙｰﾌﾟ向けならびに製造業向けが拡⼤

※iPLAss・・・ﾏー ｹﾃｨﾝｸ゙ ･ﾌ゚ ﾗｯﾄﾌｫー ﾑ Business SPECTRE・・・SAPﾃ゙ ﾀー連携ﾌﾚー ﾑﾜー ｸ
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(5) 連結貸借対照表
（単位：百万円）

2018年
３⽉31⽇

2017年
12⽉31⽇ 増減 主な増減要因

流動資産 59,137 59,311 ▲174 前渡⾦の増加（+771）、仕掛品の増加（＋429）、
預け⾦の減少（▲1,528）

固定資産 12,838 12,692 +146 有形固定資産の増加（+115）

資産合計 71,976 72,003 ▲27

流動負債 21,325 21,950 ▲625 前受⾦の減少（▲821)

固定負債 2,308 2,252 ＋56

負債合計 23,633 24,203 ▲570

純資産合計 48,342 47,800 ＋542 利益剰余⾦の増加（＋658）、
その他の包括利益累計額の減少（▲107）

負債純資産合計 71,976 72,003 ▲27
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(6) 受注⾼・受注残⾼
（単位：百万円）

受注⾼ 受注残⾼

2018年12⽉期
第1四半期

前年同期⽐
増減率(%)

2018年12⽉期
第1四半期

前年同期⽐
増減率(%)

事業ｾｸﾞﾒﾝﾄ別
内訳

⾦融ｿﾘｭｰｼｮﾝ 5,242 +1.3 5,508 ＋4.9

ﾋﾞｼﾞﾈｽｿﾘｭｰｼｮﾝ 4,098 ▲11.3 6,184 ▲6.2

ｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞｿﾘｭｰｼｮﾝ 10,114 ＋19.2 10,873 ＋19.3

ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝIT 6,901 ▲13.0 6,701 ▲2.7

ｻｰﾋﾞｽ品⽬別
内訳

ｺﾝｻﾙﾃｨﾝｸﾞｻｰﾋﾞｽ 1,696 +42.2 385 +90.6

受託ｼｽﾃﾑ開発 6,578 +4.3 5,610 ▲1.1

ｿﾌﾄｳｪｱ製品 3,727 +7.7 5,210 +7.5

ｿﾌﾄｳｪｱ商品 9,052 ▲3.4 11,577 +5.8

ｱｳﾄｿｰｼﾝｸﾞ･運⽤保守 3,160 ▲16.0 3,492 +11.3

情報機器販売・その他 2,140 +1.0 2,991 ▲1.8

合計 26,357 +0.6 29,267 +5.1

業績予想業績予想
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注） この資料に記載しております業績の予想数値は、業界の動向、顧客の状況、そ
の他現時点で⼊⼿可能な情報による判断及び仮定により算出した⾒通しであり
、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、予想に内在す
る不確定要因や内外の状況変化等により、実際の業績は当該予想とは異なる
場合がありますのでご承知おきください。
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2018年2⽉9⽇に発表した予想より変更はありません。

（単位：百万円） （単位：百万円）

通期
前期との⽐較

上期
前年同期との⽐較

前期 増減額 増減率(%) 前年同期 増減額 増減率(%)

売上⾼ 88,000 83,423 +4,577 +5.5 41,941 40,525 +1,416 +3.5

営業利益 7,000 5,489 +1,511 +27.5 3,211 3,133 +78 +2.5

営業利益率 8.0% 6.6% +1.4p － 7.7% 7.7% ▲0.0p －

経常利益 7,034 5,642 +1,392 +24.7 3,243 3,210 +33 +1.0

親会社株主に帰属する
当期純利益 4,807 4,438 +369 +8.3 2,224 2,801 ▲577 ▲20.6

2018年12⽉期 業績予想
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（単位：百万円） （単位：百万円）

通期
前期との⽐較

上期
前年同期との⽐較

前期 増減額 増減率(%) 前年同期 増減額 増減率(%)

⾦融ｿﾘｭー ｼｮﾝ 23,400 21,413 ＋1,987 +9.3 11,333 10,542 ＋791 +7.5

ﾋ゙ ｼ゙ ﾈｽｿﾘｭー ｼｮﾝ 17,600 17,033 ＋567 +3.3 8,116 8,960 ▲844 ▲9.4

ｴﾝｼ゙ ﾆｱﾘﾝｸ゙ ｿﾘｭー ｼｮﾝ 28,000 25,530 ＋2,470 +9.7 13,290 12,337 ＋953 +7.7

ｺﾐｭﾆｹー ｼｮﾝIT 19,000 19,445 ▲445 ▲2.3 9,201 8,683 ＋518 +6.0

合計 88,000 83,423 +4,577 +5.5 41,941 40,525 +1,416 +3.5

2018年12⽉期 業績予想（事業ｾｸﾞﾒﾝﾄ別）
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（単位：百万円） （単位：百万円）

通期
前期との⽐較

上期
前年同期との⽐較

前期 増減額 増減率(%) 前年同期 増減額 増減率(%)

ｺﾝｻﾙﾃｨﾝｸﾞ 5,678 5,515 +163 +3.0 2,828 2,814 +14 +0.5

受託ｼｽﾃﾑ開発 23,874 22,473 +1,401 +6.2 11,555 10,974 +581 +5.3

ｿﾌﾄｳｪｱ製品 16,241 14,752 +1,489 +10.1 7,605 7,312 +293 +4.0

ｿﾌﾄｳｪｱ商品 26,952 25,077 +1,875 +7.5 12,805 12,354 +451 +3.7

ｱｳﾄｿｰｼﾝｸﾞ・
運⽤保守ｻｰﾋﾞｽ 8,209 8,587 ▲378 ▲4.4 4,014 3,906 +108 +2.8

情報機器・その他 7,044 7,017 +27 +0.4 3,131 3,163 ▲32 ▲1.0

合計 88,000 83,423 +4,577 +5.5 41,941 40,525 +1,416 +3.5

2018年12⽉期 業績予想（ｻｰﾋﾞｽ品⽬別）

主要ﾌﾟﾚｽﾘﾘｰｽ ＜2018年２⽉〜2018年４⽉＞
⾦融ソリューションセグメント

3/5 グローバルFinTechピッチコンテスト「FIBC2018」の⼤賞が決定
4/26 ⽇本初、法⼈プリペイドによるキャッシュレス実証実験がFINOLABでスタート

ビジネスソリューションセグメント
3/13 ソーシャルメディア分析ツール「NetBase」の提供を開始
3/22 AIRDOのWEBサービスを全⾯刷新
4/25 エア・ウォーターのグループ経営管理システムを刷新

エンジニアリングソリューションセグメント
2/7 産業ロボットの故障予知アルゴリズムをマイクロサービス化、GEのIoT基盤「Predix」開発者向けサイ

ト上で公開

コミュニケーションITセグメント
2/28 ⾰新的セキュリティ製品「AppGuard」の販売体制を拡⼤

オープンイノベーションラボ・他
2/26 Ｉ・ＴＯＰ横浜「観光・インバウンドプロジェクト」 訪⽇外国⼈向けガイドマッチング実証実験を開始

3/2 オープンイノベーション実践を⽀援する「イノベータ養成プログラム」を開始
3/6 ISIDとシビラ、世界最⼤規模の素粒⼦物理学研究所CERNと共同で、量⼦コンピュータ環境下での

ブロックチェーン利活⽤を議論する有識者会議体を⽴ち上げ
3/19 ISIDと東⼤暦本研、ロボットとの共⽣社会に向けたIoAデバイス「TiCA」を共同開発
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